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想像力の豊富な人は、精神的に強靭な独立心を持っている。彼 ( 女 ) らは自分
の判断に従い、他人の意見に簡単に左右されない。彼らは率直に自分を主張し、
全ての事柄に対して懐疑的で批判的である。豊富な想像力所有者の第四の特徴
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ければならない。このような企業の創造力 (corporate creativity) を高める要
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　ソイヨー (Sawyer, R. K.) は23、創造的思考の特性について、その即興的な側
面を重視していながらも、従来の個人観点の創造性研究の限界を指摘し、グル
ープダイナミックスから生み出される天才性に着目し、そのような即興性のあ
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択を行ったりしながら、ある瞬間創造的な価値を生み出してくるものである。
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た、ジョン・シュタイナー (Steiner, J.) は、複数の人間の間に共有された洞察力が、
互いに信頼を寄せ合える深い紐帯関係からもたらされるとし、その深い関係を
統合的協働 (integrative collaboration) と命名している。彼女は、緊密な協力関
係が物事の見方を改め、新しい洞察力を引き出すことを明らかにしたのである。














多いが、有用なものも多い。サイモントン (Simonton, D. K.)28 は、歴史計量学
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　（３）「ブレインストーミング」に関する議論
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